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【短報】岡山県におけるキイロコガシラミズムシの
記録

キイロコガシラミズムシ Haliplus eximius Clark，
1863（図 1）は，コガシラミズムシ科ヒメコガシ
ラミズムシ属に属する水生甲虫で，ため池や水田
などの止水域に生息する．本種は「環境省第 4 次
レッドリスト」で従来の準絶滅危惧（NT）から絶
滅危惧 II 類（VU）に格上げされており（環境省自
然環境局野生生物課，2012），全国的に減少してい
る．岡山県からは山地（1989）が岡山市で記録し
た 1 例のみが知られ（山地，2012），「岡山県版レッ
ドデータブック 2009 動物編」では情報不足（DD）
に選定されている（岡山県生活環境部自然環境課
編，2010）．筆者らは，岡山県で 20 年以上記録が
途絶えていた本種を採集したのでここに報告する． 

 6exs.，岡山県赤磐市山口，29．IV．2013，筆者
ら採集・保管 （同定資料：中根，1987）．

本種が確認されたのは，水田に設営された幅 40 
cm 程度の明渠であった（図 2）．個体密度は低く，
筆者ら 2 人で約 1 時間の採集を行い，確認された
のは 6 個体のみであった．その他，チビゲンゴロ
ウ，マルチビゲン
ゴロウ，ヒメガム
シ，キイロヒラタ
ガムシが少数確認
されたのみで，水
生甲虫はほとんど
確 認 さ れ な か っ
た．一般的に，コ
ガシラミズムシ類
は食植性とされて
いるが，生息地の
植生は乏しく，落
ち葉が堆積した上
に，少数のアオミ

図1．岡山県産キイロコガシラミズ
ムシHaliplus eximius Clark，
1863．

図2．キイロコガシラミズムシの生息環境．

た連絡船 “ 還住丸 ”
が連続して欠航し
てしまった．諦め
きれずに，天候の
回 復 を 待 ち，3 日
後 に 何 と か 渡 航
は 実 現 し た も の
の，全体の旅程の
関係で，青ヶ島採
集は往路の船でそ
のまま引き返す強
行日程を取らざる
を得なかった．結
局，現地ではクワ
ガタを狙った朽木
割 り を 諦 め， カ
ミキリの材採集に徹し，船が港に停泊している１
時間足らずの間に，港から周回道路に続く急坂を
駆け上り（当時，三宝港と集落を結ぶトンネルや
架橋はまだ建設されておらず，軽トラがバックで
ないと登れないほどの急坂であった），道路脇の
疎林の木々の枯れ枝を樹種も問わず片端から切っ
て，それこそ持てるだけ持ち帰ったことを記憶し
ている．本種はそうした枯れ枝の中から羽化脱出
したものであるが，うっかり採取した枝材をうっ
かり数ヶ月放置してしまったため，詳細な羽化脱
出日は不明である．その上，気付いた時には，す
でに死体はボロボロになってしまっていた．なお，
同日に島で採取した枝材群からはリュウキュウ
ヒメカミキリ Ceresium fuscum fuscum Matsumura et 
Matsushita, 1932 やチャイロヒメカミキリ C. simile 
flavopubescens Kusama et Takakuwa, 1984 も羽化脱出
した．

末筆ながら，伊豆諸島におけるカミキリムシの
記録の詳細をご教授くださった上に，本記録の発
表を勧めてくださった藤田宏氏に感謝申し上げる．
また，2012 年の利島調査は日本学術振興会からの
科研費の補助（No. 24510333）を受けて実施したも
のである．調査の機会を与えてくださった本研究
の代表者である東京農業大学の小島弘昭教授にも
お礼申し上げたい．

引用文献
藤田　宏，2012, 伊豆諸島のカミキリムシ相（中間報告）（上），

月刊むし，（492）：18–30.

（荒谷邦雄　九州大学大学院比較社会文化研究院）

図2．青ヶ島産キイロアラゲカミキ
リ♂（上）♀（下）．
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ドロやイチョウウキゴケが確認された程度であっ
た．一方，越冬を終えたクロスジギンヤンマの終
齢幼虫が多数確認されたことから，この明渠の水
位は，昨年の夏以降安定しているものと思われた．

岡山県で本種が記録されていたのは岡山市のみ
であったが，赤磐市で新たに生息地が確認された．
本種は詳しい生態が解明しておらず，今回のよう
に発見し辛い環境にも生息していることから，発
見するのが容易でない．そのため，他にも生息地
が残されている可能性が考えられ，環境が改変さ
れる前に早急な調査が望まれる．

末筆ではあるが，岡山市の山地治氏，倉敷市立
自然史博物館の奥島雄一博士には岡山県内におけ
る本種の記録についてご教授いただいた．この場
をお借りし，厚くお礼を申し上げる．
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